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迷
信

・

呪
術

・

魔
術

　

ー
西
欧
近

世
の

魔
女
言

説
か

ら

i黒

　
川

　
正

　
剛

　

宗
教
と

い

う

言
葉
・

概
念
の

再

考
が

必
要
と

さ
れ

る

な

ら
、

こ

の

言
葉

と

併
置
あ
る

い

は

対
置
さ
れ
る

こ

と
が

あ
る

迷
信
／
俗

信
や

呪

術
／
魔
術

と

い

う

言

葉
・

概

念
の

再
考
も
必
要
だ
ろ

う
。

近
年、

西
洋
世
界
の

歴
史

学
研
究
で

は
、

呪

術
ヨ
帥

讐
o

概
念
の

再

考
を
主

張
す

る
流

れ
が

見
ら

れ、

そ

こ

で

は

迷
信

磐
℃

臼
ω
冖

嵐
o
コ

が

度
々

関
連

概
念
と

し

て

言
及
さ

れ
て

い

る
。

ま
た

、

魔
女
裁

判
を

始
め

と

す
る

西
洋
の

歴
史
的
事
象
の

中
に

見
出

さ

れ
る

ヨ
騨
αq8

や

夕

茸
070

蠢
ヰ

を
、

日
本

語
を

操
る

研
究
者
が

翻
訳
す

る

と

き
、

呪

術
／
魔
術
の

ど
ち

ら
で

訳
す

か
、

困
難
を
お

ぼ

え
る

こ

と

が

少
な

く
な
い

。

本
発
表
は、

西
欧
近
世
の

著

名
な
魔
女

言
説
を

手
が

か

り

に、

言
葉
の

問
題
に

こ

だ
わ

り

な

が

ら
、

「

宗
教
と
迷

信
」

、

「

宗
教
と

呪

術

／
魔
術
」

と

い

う
問
題、

お

よ

び

翻
訳

可
能
性
の

問
題
を

検
討
し

よ
う

と

す
る

も
の

で

あ
る

。

　

宗
教

学
や

民
俗
学
の

領
域
で

は
、

欧
米

詒
の

の

著
Φ

昜

葺
δ
5

の

訳
語
と

し

て

適
切
な

の

は
、

主
観
的
判

断
を
と

も

な

う
と

さ
れ

る

迷

信
で

は

な

く
、

俗
信
だ
と

さ

れ

て

き
た

。

こ

の

判
断
は、

日

本
の

事
象
を

扱
う

場
合

に

行
わ
れ

る

も

の

だ
が

、

西
洋
の

歴
史
的
事
象
を

扱
う
場
合、

こ

の

判
断

を
そ

の

ま

ま
適
用
す
る

こ

と

は

難
し
い

。

な
ぜ

な
ら、

現
代
の

事
例
の

よ

う
に

俗
信
が

妥
当
な

場
合
も
あ
る

が
、

古
代
を

除
く

近
代
以
前
の

事

例
の

場

合、

 

6
霞
ω

葺
ご
顕

と

い

う
名
づ

け

を

行
う
主

体
は

キ
リ
ス

ト

教
で

あ

り
、

そ
の

名
づ

け
に

は、

基
準
と

し

て

の

キ

リ

ス

ト

教
か

ら

の

逸
脱
・

超

過
等
の

意
味
が

含
意
さ
れ

て

い

る

た

め
、

翻
訳
す

る

場
合
に

は
、

漢
字
語

源
的
に、

惑
い

・

乱
れ

等
の

意
味
の

あ
る

「

迷
」

が

ふ

さ

わ

し

い

と

考
え

ら

れ
る
か

ら
で

あ
る

。

し

か

し
、

迷
信
が

最
適
な

訳
語
で

あ
る

と

断
言
す

る

こ

と

も

難
し

い
。

　

西
欧
中
世
に

お

け
る
キ

リ
ス

ト
教
の

発
展
と

浸
透
の

過

程
で、

迷
信
は

悪

魔
と

呪
術

ヨ
鋤

笹
o

に

結
び
つ

け

ら

れ
た

。

十
六

世
紀
に

は

宗
教

的
大

変
動
と

大
航

海
時
代
の

幕
開
け
に

と

も
な

う
異

教
世
界
と

の

遭
遇
に

よ

り、

迷
信
へ

の

関
心
は

そ

れ
以
前
の

ど

の

時
代
に

も

ま
し

て

高
ま
っ

た
。

十
六

世
紀
末、

日
凶

懺
o

や

乱
需
げ

霞
畦
け

を

百
科
事

典
的
に

論
じ

て

い

る

こ

と

で
、

魔
女
裁

判
研
究
史
上、

重

要
著
作
と

し
て

知
ら

れ
る

『

魔
術
探

究
』

が
マ

ル

テ

ィ

ン

・

デ
ル
・

リ

オ

に

よ
っ

て

著
さ

れ
た

。

原
典

書
名
表

記
は
、

旨
拶
αq
旨
¢
ω

（
羅）

Bp
管
ρ

器
（
仏
）

を

使
用
し

て

い

る

が
、

同
書

で

は

呪

術
が

悪
魔
と
の

関
連
性
に

お

い

て

捉
え
ら

れ

て

い

る

た

め、

翻
訳

上、

呪

術
は

魔
術
に

転
換
す

る
。

　

同
書
の

冒
頭
で

論
じ
ら
れ

て

い

る

の

が
迷

信
の

問
題
で

あ
る

。

デ
ル
・

リ
オ

が

ラ

ク

タ
ン

テ
ィ

ウ

ス

の

言
葉
を

引
用
し

な

が

ら
、

宗
教
園
 

鼠
δ

を
真
の

崇
拝
く
Φ

ユ

o

巳
9
の 、

迷
信
ω
匡
O
霞
簿凶
江
○

を

偽
の

崇
拝
宀

巴
陰

2W

ε
ω

と

対

置
す
る
と

き
、

語
形

表
現
の

対

称
性
か

ら
、

迷
信
を
「

パ

ラ

レ

ル

宗
教
」

弓

異
m
『

巴
一

「

巴

碍
ざ
賛

と

理
解
す
る

こ

と

が

可
能
だ

が、

翻
訳
上

の

表

記
が

問
題
で

あ
る

。

「

宗
教
と

迷

信
」

と

い

う
対
置
と
漢

字
表
記
は、

人
口

に

膾
炙
し

て

い

る

が
（
井
上

円
了）
、

迷

信
と

い

う

言
葉
が

「

パ

ラ

レ

ル

な

宗
教
」

を

適
切
に

表
現
し
て

い

る

と

は

言
い

難
い

。

「

宗
教
と

迷

信
」

に

変
え
て
、

「

正

信
と
迷
信
」

と
い

う
表
記
も
不
可
能
で

は
な

い

が
、

そ
れ
で

は

宗
教
と

い

う
言
葉
が

脱
落
し
て

し

ま

い
、

O

贄
鴛
Φ

＝

「

巴

蒔
δ
コ

そ
の

も

の

が

成
立
し

な

い
。

こ

の

よ

う
な

翻

訳
困
難

性
か

ら、

迷

信
を
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「

パ

ラ

レ

ル

宗
教
」

と

完

全
に

読
み

換
え
て

訳
出
・

表
記
す
る

と

し

て

も
、

そ
れ
が

学
問
的
に

有
意
味
な

解
決
策
か

ど

う
か

即
断
で

き
な

い
。

　
「

漢
字
の

意
味
表
象
性
と

宗
教
学
」

と
い

う

問
題
は

、

些
細
な

問
題
に

も

思
え
る

。

し
か

し、

漢
字
学
者
自
川

静
の

「

わ

が

国
の

文
化
は

、

漢
字

に

支
え
ら
れ
て

い

る

と

こ

ろ
が

多
い

。

こ

と
に

知
的
な

営
み

の

世
界
か

ら

漢
字
を
除
く
こ

と

は
、

ほ
と
ん

ど

不
可

能
と

い

っ

て

よ

い
。

わ
が

国
の

文

化
的
集
積
の

大
部
分
が
、

そ
の

上
に

築
か

れ
て

い

る

か

ら
で

あ
る
」

（
『

字

通
』

　一

九
九
六

年
）

と

い

う

言
葉
を
考
え

る

と

き、

あ
ら

た
め

て
、

漢
字

と
い

う
文
字

媒
体
の

意
味

表
象
力
を

考
え

る

必
要
が
あ
る

と

思
わ

れ
る

。

学
術
用
語
の

概
念
規
定
の

問
題
を

探
究
す

る

際、

そ
の

学
術
用
語
を
生
み

出
し

た
文
化
に

お

け
る

そ
の

用
語
の

語
源
的
探
究
が

行
わ

れ
る

こ

と
が

多

い
。

そ
う
で

あ
る

な
ら
、

不

毛
な

作
業
に

陥
る

危
険

性
を

認
識
し
つ

つ、

西

洋
の

用

語
を

輸
入
し
、

翻
訳
す
る

側
の

言
葉
11
漢

字
の

解
析
作
業
も

行

う

必
要
が
あ
る

だ
ろ

う
。

艶
・

マ

ン

文
学
に

お

け

る

「

敬
虔
」

の

問
題

掛

　
川

富
　
康

 
ロ

マ

ン

主

義
以

来
、

敬
虔
主
義
は、

こ

の

新
し

い

精
神
と

接
触
し
、

…

八

世
紀
後
半
か

ら

前
世
紀
の

前
半
期
に

至
る

ま

で

大
き
な

精
神
的
勢
力
で

あ
っ

た
。

恥
・

シ
ュ

ラ

イ
エ

ル

マ

ッ

ハ

ー
、

S
・

キ
ル

ケ

ゴ

ー

ル
、

騒
・

マ

ン

等
の、

神
学
者

、

思
想
家、

文

学
者
の

内
面
を

深
く

規
定
し

、

敬
虔

性
と

ロ

マ

ン

主

義
的
感
情
と

の

相
互

浸
透
あ
る

い

は

峻
別
が
課

題
と

し
て

意
識
さ
れ

た
。

 
所
謂
ウ
ィ

ル

ヘ

ル

ム

時
代
に

始
ま

る

マ

ン

の

文

学
活
動

は
、

一

般
に

「

生
と

精
神
」

の

対
立
と

い

う
側
面
か

ら
論
じ

ら

れ

る
が

、

し

か

し
、

マ

ン

文
学
の

後

期
に

至
る
ま
で

の

展
開
を
視
野
に

入
れ

る
と

、

こ

の

対
立
の

問
題
は、

上

記
の

敬
虔
主

義
と

ロ

マ

ン

主
義
の

相
互

交
流
と

い

う、

よ

り

大
き

な

潮
流
の

内
部
に

位

置
づ

け

ら

れ
る

。

「

生
と

精
神
」

の

対
立
の

モ

チ

ー

フ

は、

マ

ン

個
人
が

そ
の

文
学
活
動
の

初
期
に

お

い

て

対
峙
し
た

テ

ー

マ

で

あ
る
が

、

マ

ン

自
ら
に

な
か

で

変
容
し

、

生
と

芸
術
が

同
列
化
さ

れ、

と

も
に

「

精
神
」

に

対
立
す
る

と

い

う、

構
図
と

構
想
に

お

け
る

転

換
が

図
ら

れ
る

（
『

フ

ィ

オ

レ

ン

ツ

ァ
』

）

。

 
マ

ン

の

世
界
観
の

形
成
に

大
き
な
影

響
力
を
も
っ

た
の

は

A
・

シ

ョ

ー

ペ

ン

ハ

ウ

ア
ー
、

R
．

ワ

ー
グ

ナ
ー

と

並
ん

で、

と

り
わ
け
恥
・

ニ

ー

チ

ェ

で

あ
る

。

マ

ン

の

ニ

ー

チ
ェ

受
容
は、

そ
の

音
楽

性
を
墓
調
と

し
た

デ

ィ

オ
ニ

ュ

ソ

ス

受
容、

つ

ま

り
ソ

ク

ラ

テ
ス

主
義
批
判
の

受

容
と、

そ

の

新
し
い

倫
理
の

構
築
の

プ

ロ

グ
ラ

ム

に

対
す
る
拒
否
と

い

う
、

二

つ

の

相

反
す
る

面
を

持
つ

。

マ

ン

の

前
者
の

意
味
で

の

二

i
チ
ェ

受
容
は、

文
化

の

背
後
に

あ

る

宗
教

的

次
元
の

把
握、

及
び
こ

の

宗

教
的
次

元
が

「

敬

虔
」

と

い

う

質
を

も
っ

た

次
元
と

結
び
つ

け
ら

れ

て

理

解
さ

れ

て

い

く
こ

と

を

可

能
と
す
る

。

 
作
品

分
析
1
詩
歌
を
中
心
と
し
た

ド

イ
ツ

文
学
の

伝
統
に
、

長
編
の
パ

ロ

デ
ィ

ー
と
い

う

形
式
を

用
い

て

対

決
し
た

『

大
公
殿
下
』

に

は
、

敬
虔

性
が
、

「

大
公
」

と

対
比
さ

れ

た

民
衆
の

意
識
と

し

て

把

握
さ

れ
、

大
戦

中
・

後
の

大
作

『

魔
の

山』

は
、

舞
台
は
］

九
］

○
年
代
か

ら

第
一

次
大

戦
勃
発
時
ま
で

で

あ
る

が
、

後
期
中

世
に

由
来
し
、

二

〇
世
紀
前
半
ま

で

の

ド

イ

ツ

市
民

社
会
の

精
神
的
基
盤
の

批
判
的
分
析
の

ロ

マ

ン

で

あ
る

。
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